
 
 

 

  

八雲地域では、昭和 40 年以降、約 26 校が廃校になりました。地域の学校には、児童生徒はもちろん、

その地域の方たちの思いもたくさん詰まっています。そこで、新庁舎が出来、資料館も移転予定ですので、

今まで閉校した学校の思い出を展示する『学校の思い出コーナー』を設置してはどうでしょうか。最近は

デジタル保存も可能なので、それほど広いスペースも必要がないと思います。その際は是非、専門の学芸

員を増員し、町民の楽しみを増やしてほしいと思います。 

答 弁 

  デジタル化によりコンパクトに保存でき、多くの方の目に触れるよう展示することで、八雲

を訪れる方々にとっても八雲町の歴史に触れる貴重な機会となる。今は新資料館への移転に向け、

現在の展示物や収蔵庫にある文化財等の資料の整理に取り組んでいる。今後は、ふるさと八雲の

魅力の発信拠点としての役割を果たすことが出来るよう、新資料館の施設整備や事業展開の構想

策定に取り組み、その推進体制についても検討を進める。学芸員については、職員の中にも資格

を持った人が数名いるので、教育委員会と検討する。 

 

 

 

山崎小学校の閉校と共に、山崎・黒岩地区には保育園も小中学校もなくなってしまいます。ス

クールバスの運行により、学校への登下校は困りませんが、休日や雨の日の遊び場、子育て中のお

母さんたちの情報交換の場、地域の方たちのコミュニティの拠点が無くなってしまいます。学校の

統廃合によって起こるいろいろな弊害は、この地区だけではなく今までも見られたと思いますが、

今までの対応と今後の対策をお伺いします。 

 

 閉校に伴って地域コミュニティを具体的に話し合ったことはないが、必要だと強く感じてい

る。地域に住んでいる方々がそういう気持ちを起こすことで、町が支援していこうと考えている。 

再質問 

 地域の方々が思いはあっても、直接町長に訴えるわけにもいかず、どこへ伝えると良いのかわ

からないと思うので、地区の担当職員を決め、窓口となり、地域が寂れないように話し合える仕組

みは作れないでしょうか？ 

答弁 

 地区の担当という考えは面白いと思うので、研究を深めていきたい。 
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絆 
学校の思い出を形に！ 

山崎・黒岩地区の子育て支援、コミュニティの拠点は？ 

答弁 

 

 



 

    

  ３月の八雲町議会定例会では、予算特別委員会が設置され、2021 年度予算について審議し、

本会議で下記の通り決定（可決）いたしました。 

 

   項   目 ２０２1 年度予算額 2020 年度予算額  

一  般  会  計 141 憶 3,200 万円   149 憶 5,900 万円  

国民健康保険事業特別会計 27億 4,489 万 3千円  27 億 3,753 万 8 千円 

後期高齢者医療特別会計    ２億 3,783 万 9 千円    ２億 2,835 万 3 千円 

介護保険事業特別会計 19 億 9,922 万 8 千円 ２０億 2,297 万 3 千円 

熊石地域簡易水道事業特別会計      8,381 万 3 千円    9,122 万 9 千円 

下水道事業特別会計 ６億8,943万7千円 6 億 6,401 万 8 千円 

農業集落排水事業特別会計     7,195万2千円     5,716 万 9 千円 

病 院 事 業 会 計 76億 7,834万1千円 75 億 301 万 9 千円 

水 道 事 業 会 計 6 億 2,868 万円    6億4,482万 4千円 

合  計 282 億 6,618 万 3 千円 289 億 812 万 3 千円 

○  前年度比  6 億 4,194 万円 2.2％の減額となりました。 

○ 貯金（基 金） 約 82 億 3,000 万円（2020 年度末見込み）約３億 8 千万円増↑ 

○ 借金（地方債） 約１41 億 5,800 万円（2020 年度末見込み）約 11 億 8 千万円増↑ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

￥  

2021 年度 一般会計 支出項目 

 

 

総 額 

141億 3,200万円 

 

 

7,397 万 6 千円 

25億8,681万4千円 

24 億 2,617 万 7 千円 

 

22億2,087万1千円 

5,522 万 8 千円 

0,4% 
7 億 5,224 万 6 千円 ３億 4,881 万 4 千円 

9 2,5% 

13 億 600 万 4 千円 

9.2％% 

   

2 億 5,986 万 4 千円 

6,916 万 8 千円 

 4.9％ 

  

5 千円 

14億9,140万5千

円 

1,820 万 7 千円 

18億9,622万1千円 

 600 万円 

18.3％ 
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15.7％ 

4.1％ 

 

1.8％ 

4.9％ 

0.0％ 

10.6％ 

13.4％ 0.5％ 

農林水産業費 
 

5.3％ 

労働費 

 



    
       ＜一般会計の事業の一部と経費＞ 

総務費：前年度より 1 億 9,585 万 8 千円増えました（8.2％増） 

地域会館整備事業：1 億 2,907 万 3 千円（相沼地区会館新築工事、山越中央会館屋根葺替え他） 

地域おこし協力隊配置事業：9,005 万 2 千円（継続 6 名、新規 15 名 計 21 名を計画） 

 民生費：2,347 万 1 千円増えました（1％増） 

熊石訪問介護事業所運営補助事業：440 万円（新しい事業です） 

 子ども医療費助成事業：5,798 万 3 千円（高校生以下の医療費無償） 

衛生費：1 億 261 万 5 千円増えました（4.8％増） 

 健康増進事業：1,699 万円（各種がん検診、健康教育、健康相談等） 

 渡島廃棄物処理広域連合負担金：１億 6,648 万 3 千円（可燃ごみ処理経費分） 

労働費：751 万 8 千円減りました（12％減） 

奨学金償還支援事業：219 万 7 千円（人材確保と定着を目的に奨学金償還支援を実施） 

緊急就労対策事業：1,636 万 3 千円（町有施設内部塗装、町有林枝打ち、町有施設ワックス塗布他） 

農林水産業費：1 億 7,393 万 1 千円減りました（18.8％減） 

  研修牧場整備事業：2 億 4,048 万円（株式会社青年舎への施設整備費補助 外構舗装工事） 

   新規作物導入検討事業：231 万 5 千円（醸造用ブドウの委託栽培による実証実験 300本） 

  漁港整備事業：533 万 3 千円（落部漁港船揚場の整備に対する補助金） 

八雲地域・熊石地域サーモン養殖事業：3,504 万 4 千円（トラウトサーモン海中養殖へ補助） 

商工費：2,933 万円増えました（9.2％増） 

  中小企業経営安定支援事業：1,092 万 6 千円（コロナ関連で融資を受けた事業所に対する利子およ

び保証料補給金） 

  平田内泉源管理事業：2,804 万 1 千円（点検・修理・ケーブル取り換え、送湯管洗浄） 

土木費：3 億 9,496 万 6 千円減りました（23.2％減） 

   空家対策支援事業：2,100 万円（特定空家等の除却解体支援、戸建空家の除却解体支援） 

  3.4.2 出雲通排水路整備事業：3,449 万 7 千円（雨水排水設備工事） 

消防費：2,347 万円増えました（9.9％増） 

  消防格納庫整備事業：3,480 万 1 千円（熊石相沼地区消防格納庫新築工事関連） 

  消防通信施設等整備事業：7,656 万円（緊急通報受付指令設備、署活系携帯無線機等） 

教育費：5 億 7,898 万 4 千円減りました（45.6％減） 

   八雲中学校大規模改修事業：1,086 万 8 千円（解体工事実施設計） 
  特別支援教育支援員配置事業：2,026 万 6 千円（児童・生徒に対する生活・学習上の支援。支援員 17 名分） 

公債費：2,375 万 3 千円増えました（1.6％増）（これは、借金の返済にかかるお金です） 

職員費：5,858 万 5 千円減りました（3％減） 

 

 今回も支出のみの掲載ですが、町税は昨年に比べ 20.2％ 3 億 3,783 万 6 千円増えました。 

でも、コロナの影響や人口減少等を考えると、今後は決して楽観視出来る状況ではありません。 

私達が出来ることは、経費の節減ですから、少しでもゴミを減らすこと、なるべく健康に過ごす事

そして、税金の使い方をしっかりとチェックすることでしょうか？買い物や通院を町内で済ますこ

とも巡り巡って町の収入につながります。是非、子どもや孫たちに負の遺産とならないように、み

んなで考え実行して行きましょう！ 

 

町民の安心安全、活力ある町を目指しています。 

町民みなさまが、幸せを実感出来ますように！ 

 



 

◎ 議員定数 16 人 ➥ 14 人 

現在の定数は 16 人ですが、4 年前の改選後お二人の議員がお亡くなりになり、14 人で活動

してきました。議会報告会等を通しても、「今 14 人でできているのだから定数は 14 人で良い」

という意見、「人口が減っているのだから、定数も減らすべき」という意見もいただきました。 

そして、議会で何度も話し合った結果、反対意見もありましたが、今年 10 月の改選時から定

数は 14 人と決まりました。 

 ＜主な賛成意見＞ 

 ・より多くの人に立候補してほしいと思うと、定数は減らさない方が立候補しやすいが、最近の

状況を見ると定数に満たないことも予想される。報酬とセットで、より立候補しやすい環境を

作りながら定数は 14 人。 

 ・毎年人口が 300 人減っていることを考えると、定数減は仕方がない。 

 ＜主な反対意見＞ 

 ・人口規模や町の広さを考えると、現状 16 人が良い。 

 ・委員会も今くらいが活発な議論を行える。 

 

◎議員報酬 議長：295,000 円➥340,000 円  副議長：230,000 円➥275,000 円 

常任委員長及び議会運営委員長：205,000 円➥255,000 円 議員：195,000 円➥243,000 円 

 今年の改選後、11 月 1 日から施行します。 

＜報酬額の算定根拠＞ 

 ・議員の活動日数を数値化し、町長の活動日数と比較して、その割合に基づき、町長の給与から議員の報

酬を算定しました。 

＜主な賛成意見＞ 

 ・今まで報酬の算定根拠が明確ではなかったので、そこをはっきりさせたことは良かった。値上げ幅が大

きいという声もあるが、独自削減はあったが 15 年以上改定はされてこなかった。 

 ・今は働きながら議員活動が出来る環境の人ばかりだが、仕事を辞めざるを得ない人にとっては最低限の

額が必要。これで少しでも多くの人に議員を目指してほしい。 

＜主な反対意見＞ 

 ・コロナで大変な思いをしている方々がいる中で、議員報酬の値上げは考えられない。 

 ・値上げ幅が大きすぎるため、町民の理解は得られない。 

 

 私は議員定数 14 人、報酬値上げに賛成しました。いろいろ悩みましたが、より多くの人に立候

補してもらいたい。そして、14 人で一般会議や報告会等を工夫しながらより多くの意見を集める

努力をする。報酬がアップした分しっかり仕事をし、町民の意見を町政に、町の動きを町民皆さま

に伝えるという本来の仕事をもっともっと頑張るべきと思っているからです。是非、多くの皆さん

に議会活動に関心を持っていただきたいです。皆さまのご意見をお待ちしております！ 
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